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大学前や駅前で、学費・奨学金・ブラックバイトの青年アンケート調査に取り組んでいます
（写真は10月８日の同志社大学前）
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14P�▶議案の議決結果
15P�▶9月議会を終えて（談話）

●〇目　次〇●
戦
争
法
案
反
対
の
府
庁
前
集
会・デ
モ

（
９
月
９
日
）

　９月定例府議会は、９月24日から２日間
の代表質問、28日から３日間の一般質問を
行ない、常任委員会・特別委員会を受けて
10月７日に議案・意見書・決議の採決。10
月９日からは2014年度決算特別委員会が開
催され、10月29日の知事総括質疑を経て、
11月４日に閉会しました。



2Autumn. 2015◦府会だより

民
主
主
義
破
壊
の
強
行

採
決
に
抗
議
。憲
法
違

反
の
戦
争
法
廃
止
、米
軍

レ
ー
ダ
ー
基
地
撤
去
を

　
山
内
議
員
は
冒
頭
、
関
東
東
北
地
方
を

中
心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風

1₈
号
に
触
れ
、
犠
牲
者
へ
の
哀
悼
と
被
災

者
へ
の
お
見
舞
い
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の

上
で
、
９
月
19
日
に
強
行
さ
れ
た
戦
争

法
（
安
保
関
連
法
）
に
つ
い
て
、
国
民
の

反
対
の
声
を
無
視
し
、
国
会
の
民
主
的

ル
ー
ル
も
踏
み
に
じ
る
暴
挙
だ
と
厳
し
く

抗
議
。
廃
止
を
求
め
る
世
論
と
運
動
が
広

が
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
憲
法
違
反

の
戦
争
法
を
廃
止
す
る「
国
民
連
合
政
府
」

の
実
現
に
全
力
を
あ
げ
る
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。
ま
た
、戦
争
法
の
審
議
を
通
じ
て
、

京
丹
後
市
の
X
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
基
地
の

危
険
性
が
い
っ
そ
う
鮮
明
に
な
っ
た
こ
と

を
指
摘
。
騒
音
・
低
周
波
被
害
、
交
通
事

故
の
頻
発
な
ど
に
加
え
、
網
野
町
島
津
地

区
で
は
住
民
合
意
を
抜
き
に
し
た
米
軍
属

住
宅
建
設
が
進
ん
で
い
る
問
題
を
取
り
上

げ
て
、「
安
心
・
安
全
の
確
保
」「
住
民
合

意
の
尊
重
」
と
い
う
前
提
が
崩
れ
て
い
る

以
上
、
米
軍
基
地
の
稼
働
停
止
と
撤
去
を

求
め
る
べ
き
だ
と
強
く
迫
り
ま
し
た
。

　
知
事
は
、
防
衛
の
問
題
は
国
の
専
権
事

項
で
あ
り
、
憲
法
違
反
か
ど
う
か
は
裁
判

所
が
判
断
す
る
こ
と
と
し
て
、
戦
争
法
反

対
の
国
民
世
論
に
背
を
向
け
ま
し
た
。
ま

た
、
米
軍
レ
ー
ダ
ー
基
地
の
問
題
で
は
京

丹
後
市
の
判
断
を
尊
重
す
る
と
し
、
府
民

の
安
全
・
安
心
に
た
い
し
て
無
責
任
な
姿

勢
を
示
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
は
、介
護
難
民

を
な
く
し
、安
心
し
て
高

齢
期
を
過
ご
せ
る
制
度
に

　
つ
づ
い
て
山
内
議
員
は
、
今
年
度
よ
り

大
が
か
り
な
制
度
変
更
が
始
ま
っ
て
い
る

介
護
保
険
の
問
題
に
つ
い
て
、「
保
険
あ
っ

て
介
護
な
し
」
と
い
う
べ
き
事
態
が
広

が
っ
て
い
る
現
状
を
告
発
。
負
担
の
限
界

を
超
え
て
い
る
保
険
料
の
軽
減
を
図
る
こ

と
、利
用
料
の
２
割
負
担
導
入
や
居
住
費
・

食
費
の
負
担
増
を
撤
回
し
減
免
制
度
を
拡

充
す
る
こ
と
、「
要
支
援
」
の
方
を
サ
ー

ビ
ス
の
対
象
か
ら
外
し
て
市
町
村
の
「
総

合
事
業
」
に
移
す
政
府
方
針
に
反
対
す
る

こ
と
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　
知
事
は
、「
持
続
可
能
な
制
度
運
営
」

と
い
う
口
実
で
、
国
民
の
負
担
増
を
当
然

視
す
る
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。
山
内
議

員
は
そ
う
し
た
姿
勢
を
厳
し
く
批
判
。
老

人
福
祉
法
が
、
高
齢
者
が
敬
愛
さ
れ
、「
健

全
で
安
ら
か
な
生
活
」
が
保
障
さ
れ
る
よ

う
国
と
地
方
自
治
体
の
責
務
を
規
定
し
て

い
る
こ
と
に
触
れ
て
、
こ
の
理
念
に
立
ち

戻
っ
た
介
護
保
障
の
必
要
性
を
強
調
し
ま

し
た
。貧

困
の
連
鎖
を
防
ぐ
た
め

に
も
大
学
奨
学
金
制
度

の
改
善
を

　
山
内
議
員
は
次
に
、
勤
労
者
の
所
得
が

減
り
続
け
る
一
方
で
大
学
の
学
費
は
上
が

り
続
け
、
教
育
費
負
担
が
国
民
生
活
に
重

く
の
し
か
か
っ
て
い
る
問
題
を
取
り
上
げ

ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
学
生
生
活
を
支
え

る
た
め
の
奨
学
金
が
、
重
い
利
子
負
担
と

多
額
の
返
済
義
務
に
よ
り
、
か
え
っ
て
卒

業
後
の
厳
し
い
生
活
や
将
来
不
安
の
原
因

と
な
っ
て
い
る
実
態
を
、
青
年
の
生
の
声

を
紹
介
し
な
が
ら
告
発
。
そ
の
解
決
は
日

本
社
会
の
将
来
に
か
か
わ
る
問
題
だ
と
し

て
、
給
付
制
奨
学
金
の
創
設
や
利
子
補
給

制
度
の
実
現
、
学
生
生
活
の
相
談
窓
口
の

設
置
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

代表質問 9月24日

山内 よし子議員
（京都市南区）

　
９
月
24
日
の
代
表
質
問
に
は
、
日

本
共
産
党
か
ら
山
内
よ
し
子
議
員
、

さ
こ
祐
仁
議
員
が
立
ち
、
戦
争
法
強

行
、
米
軍
レ
ー
ダ
ー
基
地
、
介
護
保

険
、
高
学
費
と
奨
学
金
、
亀
岡
サ
ッ

カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
、
経
済
問
題
、
伝

統
産
業
、
地
方
創
生
、
原
発
と
温
暖

化
対
策
な
ど
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、

知
事
を
た
だ
し
ま
し
た
。

京丹後市の米軍レーダー基地を調査（８月10日）

�公募型プロポーザル方式… 入札によらない随意契約の一形態で、応募者の提案を審査して決定
する仕組み。当初は建築物の設計者選定などで導入されたが、今日では、福祉、雇用なども含
めて、行政の様々な施策に対象が拡大されている。�
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治
水
上
も
環
境
の
上
で

も
問
題
が
あ
る
亀
岡
サ
ッ

カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
と
駅
北

開
発
は
中
止
せ
よ

　
最
後
に
、
亀
岡
駅
北
側
へ
の
サ
ッ
カ
ー

ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
と
駅
北
開
発
に
つ
い

て
、
知
事
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。
山

内
議
員
は
、
遊
水
機
能
の
低
下
に
よ
る
洪

水
の
危
険
が
指
摘
さ
れ
、
公
共
事
業
評
価

に
係
る
第
三
者
委
員
会
に
お
い
て
、「
環

境
保
全
専
門
家
会
議
に
よ
る
影
響
の
評
価

が
行
わ
れ
た
後
に
再
評
価
を
行
う
」
ま
で

は
本
体
工
事
を
行
わ
な
い
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
と
も
な

説
明
が
な
い
ま
ま
６
月
議
会
に
本
体
建
設

費
の
予
算
が
提
案
さ
れ
た
こ
と
を
厳
し
く

批
判
。
計
画
は
中
止
せ
よ
と
追
及
し
ま
し

た
。

　
知
事
は
、
治
水
や
環
境
の
問
題
に
つ
い

て
は
専
門
家
の
確
認
を
得
な
が
ら
進
め
て

い
る
と
強
弁
。
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方
式
な

の
で
問
題
が
あ
っ
て
も
対
応
で
き
る
と
開

き
直
り
ま
し
た
。
山
内
議
員
は
、
議
会
と

住
民
が
十
分
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
な
い
手
法

そ
の
も
の
を
厳
し
く
批
判
。
ス
タ
ジ
ア
ム

建
設
の
中
止
を
重
ね
て
求
め
ま
し
た
。

地
域
循
環
型
で
切
れ
目
な

い
中
小
企
業
支
援
こ
そ

　
日
本
経
済
は
、
昨
年
の
消
費
税
増
税
に

加
え
、
円
安
に
よ
る
物
価
上
昇
で
国
民
の

消
費
が
急
速
に
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
迫

議
員
は
、
京
都
の
大
企
業
10
社
が
１
年
間

で
４
３
６
１
億
円
も
内
部
留
保
を
増
や

し
て
い
る
一
方
で
、
府
内
の
事
業
所
は

減
少
し
続
け
、
欠
損
法
人
は
、
資
本
金

１
0
0
0
万
円
以
下
の
中
小
企
業
が
₈₆
％

を
占
め
て
い
る
と
指
摘
。
雇
用
者
報
酬
が

減
少
し
、
非
正
規
雇
用
は
全
国
ワ
ー
ス
ト

３
位
の
状
況
が
続
い
て
い
る
と
述
べ
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
大
企
業
に
だ
け
恩
恵
を
与

え
る
も
の
で
あ
り
、
根
本
的
な
転
換
が
必

要
と
追
及
し
ま
し
た
。

　
迫
議
員
は
さ
ら
に
、
固
定
費
な
ど
を
支

援
す
る
中
小
企
業
経
営
安
定
化
等
支
援
事

業
費
は
、
中
小
企
業
の
切
実
な
要
求
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
三
年
で
打
ち
切
っ
た

こ
と
を
批
判
。
中
小
零
細
業
者
を
元
気
に

す
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
、
商
店

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
、
小
規
模
工
事
登

録
制
度
な
ど
、
内
需
を
拡
大
す
る
対
策
を

切
れ
目
な
く
や
り
続
け
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。

　
知
事
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行

な
ど
で
消
費
を
喚
起
し
て
い
く
な
ど
と
述

べ
ま
し
た
が
、
京
都
経
済
の
厳
し
さ
を
直

視
せ
ず
、
中
小
企
業
支
援
の
施
策
に
つ
い

て
は
後
ろ
向
き
な
態
度
に
終
始
し
ま
し
た
。

西
陣
な
ど
の
伝
統
産
業
振

興
を

　
迫
議
員
は
ま
た
、
西
陣
の
出
荷
高
や
売

り
上
げ
が
激
減
し
、
伝
統
的
な
技
術
・
技

法
の
継
承
が
失
わ
れ
る
状
況
に
あ
る
と
指

摘
。
昨
年
度
に
創
設
さ
れ
た
「
京
都
府
伝

統
産
業
基
盤
支
援
事
業
補
助
金
制
度
」
に

つ
い
て
は
、
７
月
に
西
陣
織
工
業
組
合
等

の
４
団
体
か
ら
予
算
拡
充
の
要
望
書
が
出

さ
れ
て
お
り
、
助
成
額
の
増
額
と
事
業
の

通
年
化
を
求
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
制
度

の
周
知
期
間
の
改
善
、
手
続
き
の
簡
素
化

な
ど
を
求
め
ま
し
た
。
知
事
は
、
要
望
に

応
じ
て
予
算
の
拡
充
を
し
て
い
く
と
述
べ

る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

持
続
可
能
な
地
域
へ「
地

方
創
生
」で
は
な
く
基
礎

自
治
体
の
支
援
こ
そ

　
政
府
の
大
号
令
の
も
と
作
成
さ
れ
た
府

�デザインビルド方式… 公共工事の入札において、通常は分割すべき設計と施工を一
括して発注する仕組みのこと。設計変更にともなう予算の変動が前提とされており、
公正性や透明性をめぐる課題が指摘されている。�

代表質問 9月24日

さこ 祐仁議員
（京都市上京区）

用
解
語
説

全西陣織物労働組合定期大会であいさつ（10月3日）
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　福島原発事故から４年7カ月。事故の収束
どころか汚染水漏れが止まりません。
　福井地裁は、高浜原発３、４号機に対し、
「新基準を満たしても安全性は確保されな
い」と、運転差し止めの仮処分を決定して
います。また、原発事故の際に即時避難が
必要な５km圏内の舞鶴地域などの住民避難
計画も確立していません。しかし、政府や
関西電力は、川内原発に続き、高浜原発３、
４号機の再稼働の動きを強めています。
　私は代表質問で、知事が「再稼働に反対
の意思表示を明確にするように」と質しま
したが、知事は「国において決められること」
などと自身の判断を明確にすることを避け
ています。県民の立場に立つ沖縄の知事を
見習うべきだと強く思いました
� ［さこ祐仁］

の
「
地
域
創
生
戦
略
」
で
は
、
政
府
の
戦

略
と
同
様
、「
機
能
分
担
・
役
割
分
担
」

「
圏
域
行
政
に
シ
フ
ト
」
を
掲
げ
、「
フ
ル

セ
ッ
ト
自
治
体
だ
け
で
持
続
す
る
の
は
難

し
い
」
と
、
公
共
施
設
の
集
約
化
を
は
じ

め
、
市
や
町
を
ま
た
い
だ
広
域
の
地
域
づ

く
り
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
迫
議

員
は
、
市
町
村
合
併
の
押
し
つ
け
に
続
い

て
、
上
か
ら
基
礎
自
治
体
つ
ぶ
し
を
進
め

る
も
の
で
あ
る
と
批
判
。全
国
知
事
会
が
、

「
国
と
車
の
両
輪
と
な
っ
て
地
方
創
生
を

成
し
遂
げ
、
日
本
を
創
成
し
て
い
く
」
と

要
請
書
を
出
し
た
こ
と
に
触
れ
て
、
政
府

と
一
緒
に
な
っ
て
地
方
自
治
破
壊
を
進
め

る
や
り
方
は
や
め
よ
と
迫
り
ま
し
た
。

　
知
事
は
、
税
務
の
共
同
化
や
国
保
の
都

道
府
県
化
で
市
町
村
の
事
務
を
軽
減
し
て

い
る
と
強
弁
し
、
市
町
村
合
併
を
推
進
し

た
責
任
を
認
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

高
浜
原
発
の
再
稼
働・中
間

処
理
施
設
に
は
反
対
を

　
高
浜
原
発
を
め
ぐ
っ
て
、
国
と
関
西
電

力
の
「
再
稼
働
あ
り
き
」
の
姿
勢
に
批
判

が
噴
出
し
て
い
ま
す
。
迫
議
員
は
、
宮
津

市
議
会
が
地
元
同
意
の
範
囲
を
₃0
キ
ロ
圏

内
の
自
治
体
に
拡
大
す
る
こ
と
を
求
め
る

意
見
書
を
可
決
し
た
こ
と
や
、
舞
鶴
市
の

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
₈₅
％
が
「
再
稼
働
に

は
舞
鶴
市
の
同
意
が
必
要
」
と
回
答
し
て

い
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
、
十
一
月
に
再

稼
働
す
る
条
件
は
全
く
な
い
と
追
及
し
ま

し
た
。

　
迫
議
員
は
ま
た
、
使
用
済
み
核
燃
料
の

処
分
に
か
か
わ
っ
て
、
舞
鶴
市
と
宮
津
市

が
中
間
処
理
施
設
の
候
補
地
で
は
な
い
か

と
不
安
が
広
が
る
な
か
、
最
終
処
分
に
関

す
る
経
済
産
業
省
の
自
治
体
向
け
説
明
会

が
5
月
に
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
批

判
。
地
元
住
民
や
府
民
に
隠
し
て
進
め
よ

う
と
す
る
国
の
や
り
方
に
は
、
厳
し
く
抗

議
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
知
事
は
、
中
間
処
理
施
設
に
反
対
す
る

姿
勢
は
全
く
変
わ
ら
な
い
と
答
弁
し
ま
し

た
が
、
高
浜
原
発
再
稼
働
に
つ
い
て
は
、

司
法
判
断
の
結
果
を
踏
ま
え
安
全
確
認
に

臨
む
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
、
再
稼
働
に

反
対
し
な
い
立
場
を
表
明
し
ま
し
た
。

C
O
P
₂₁
に
向
け
て
、日

本
政
府
に
積
極
的
な
役
割

を
果
た
す
よ
う
求
め
よ

　
迫
議
員
は
、
年
末
に
開
催
さ
れ
る
国
連

気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
₂1
回
締
約
国
会

議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
₂1
）
に
向
け
て
、
日
本
政
府

の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
案
は
、
Ｅ
Ｕ

や
ア
メ
リ
カ
に
比
べ
て
も
極
め
て
消
極
的

だ
と
批
判
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
₂1
に
お
け
る
新
た
な

合
意
に
役
割
が
果
た
せ
る
よ
う
、
政
府
に

対
し
て
、
1
9
9
0
年
比
で
2
0
2
0
年

ま
で
に
₂₅
％
、
2
0
3
0
年
ま
で
に
40
～

₅0
％
の
削
減
目
標
を
掲
げ
る
よ
う
求
め
る

こ
と
を
促
し
ま
し
た
。

　ある集まりで、「戦争法廃止で一致する政党・
団体・個人が力を合わせて新しい政府をつく
ろうではないか!!」と訴えたところ、終わって
から一人の男性が追いかけてこられました。
　「私は皇后の美智子さんが大好き。平和を
願ってがんばっておられるし、被災地で人々
を励ましておられる。民主党などの政党と懇
談するのもいいが、皇室と懇談をしてはどう
か」という提案でした。憲法上の制約があっ
ていろいろと難しい問題もありますが、その
男性は「茶飲み話でもいいから、一度懇談を」
と言います。想像しただけで楽しくなる提案
です。
　私たちが戦争法廃止の「国民連合政府」を
つくることを呼びかけて以来、様々な議論が
始まっていることを実感しました。
� ［山内よし子］

戦争法を廃止する
新しい政府を作りましょう
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一般質問
9月28日

浜田よしゆき議員
（京都市北区）

北
山
文
化
環
境
ゾ
ー
ン
整
備

　
浜
田
議
員
は
、
北
山
文
化
環
境
ゾ
ー
ン

整
備
に
つ
い
て
、
に
ぎ
わ
い
や
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
性
が
追
求
さ
れ
、
各
施
設
の

本
来
の
役
割
と
か
け
離
れ
た
計
画
と
な
っ

て
い
る
と
指
摘
。
新
総
合
資
料
館
は
、
保

安
や
図
書
館
業
務
、
延
長
時
間
帯
の
業
務

を
民
間
委
託
す
る
こ
と
、
延
長
時
間
帯
は

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
を
行
わ
な
い
こ
と
な

ど
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。浜
田
議
員
は
、

民
間
委
託
の
計
画
の
見
直
し
、
専
門
職
員

の
人
材
確
保
・
育
成
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　
府
立
植
物
園
も
同
様
に
、
植
栽
管
理
等

を
業
務
委
託
し
技
術
職
員
を
削
減
し
て
き

た
こ
と
で
、
技
術
を
継
承
す
べ
き
若
手
が

育
っ
て
い
な
い
問
題
を
指
摘
。
職
員
の
増

員
と
育
成
に
直
ち
に
取
り
組
む
よ
う
求
め

ま
し
た
。
ま
た
、
併
設
し
た
カ
フ
ェ
を
め

ぐ
り
、
周
辺
住
民
か
ら
、
夜
₂₃
時
ま
で
の

営
業
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
大
音
響
な
ど
へ

の
苦
情
が
絶
え
な
い
問
題
を
指
摘
。
府
に

指
導
と
契
約
の
見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
対
策
の
更
な
る

充
実
を

　
次
に
浜
田
議
員
は
、
子
ど
も
の
医
療
費

助
成
に
つ
い
て
、府
内
市
町
村
の
多
く
が
、

自
治
体
独
自
の
努
力
で
、
通
院
も
窓
口
負

担
ゼ
ロ
か
わ
ず
か
の
額
と
し
て
い
る
も
と

で
、
府
制
度
の
月
３
千
円
の
自
己
負
担
を

な
く
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
第
３

子
以
降
の
子
ど
も
の
幼
稚
園
・
保
育
園
の

保
育
料
全
額
免
除
制
度
に
つ
い
て
、
子
育

て
支
援
の
た
め
の
制
度
で
あ
る
以
上
、
所

得
制
限
を
な
く
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

鴨
沂
高
校
夜
間
定
時
制
募
集

停
止
す
る
な

　
高
校
教
育
制
度
に
つ
い
て
浜
田
議
員

は
、
府
教
委
が
発
表
し
た
鴨
沂
高
校
夜
間

定
時
制
高
校
の
募
集
停
止
を
批
判
。
様
々

な
課
題
を
抱
え
る
生
徒
に
寄
り
添
う
教
育

を
実
践
す
る
夜
間
定
時
制
の
今
日
的
役
割

を
ふ
ま
え
、
募
集
停
止
の
中
止
と
、
学
級

定
員
引
下
げ
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
配
置
拡
充
な
ど
体
制
の
充
実
を

求
め
ま
し
た
。

府
立
高
校
改
革
は
、
生
徒
・

保
護
者
・
地
域
の
意
見
を
聞
け

　
最
後
に
浜
田
議
員
は
、「
生
徒
減
少
期
」

を
理
由
に
、
府
教
委
が
府
北
部
の
府
立
高

校
の
統
合
・
再
編
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
、
府
立
高
校
と
高
校
生

が
府
北
部
の
地
域
の
活
性
化
に
と
っ
て
か

け
が
え
の
な
い
存
在
だ
と
い
う
、「
府
立

高
校
の
在
り
方
検
討
会
議
」
メ
ン
バ
ー
の

声
を
紹
介
。
地
域
住
民
、
生
徒
、
保
護
者

の
意
見
を
丁
寧
に
き
き
、
拙
速
な
統
廃
合

を
行
わ
な
い
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。
府

教
育
長
は
、
府
北
部
の
地
域
で
は
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で
高
校
生
が
地
域
を
支

え
る
大
き
な
姿
を
示
し
た
こ
と
に
ふ
れ
、

「
生
徒
の
思
い
も
含
め
て
今
後
の
地
域
の

創
生
の
在
り
方
を
ふ
ま
え
な
が
ら
府
立
高

校
の
将
来
的
な
構
想
に
つ
い
て
は
慎
重
に

す
す
め
て
い
き
た
い
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

　北山文化環境ゾーンについて、新総合
資料館の開館時間や民間委託について
は、「今、内部的な検討をすすめている
段階で、何か決まったわけではない。こ
れからも職員の意見を聞きながら、先進
事例の調査などもしながら深めていきた
い」との答弁がありました。また知事は、
空調費や光熱水費など、かなりのランニ
ングコストがかかることも認めました。
植物園内の北山カフェの騒音問題につい
ては、引き続き改善を求めています。府
立高校のあり方では、地域における高校
の社会的役割の重要性についての認識を
ただしたところ、教育長は高校生のボラ
ンティア活動などの実例も出して、北部
地域における高校の役割の重要性につい
て言及しました。
� ［浜田よしゆき］

鴨沂高校定時制の募集停止の取りやめを申し入れ（８月19日）



6Autumn. 2015◦府会だより

米
軍
基
地
が
あ
る
限
り

住
民
は
安
心
で
き
な
い

　
西
脇
議
員
は
、
京
丹
後
市
の
米
軍
X
バ

ン
ド
レ
ー
ダ
ー
基
地
と
児
童
相
談
所
の
体

制
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
米
軍
レ
ー
ダ
ー
基
地
に
つ
い
て
は
、
戦

争
法
に
よ
り
集
団
的
自
衛
権
行
使
と
一
体

に
運
用
さ
れ
る
危
険
が
高
ま
っ
て
い
る
と

厳
し
く
指
摘
。
そ
の
上
、
米
軍
基
地
が
あ

る
が
ゆ
え
に
住
民
の
安
心
・
安
全
を
脅
か

す
事
態
が
相
次
い
で
い
る
問
題
を
追
及
し

ま
し
た
。
防
衛
局
や
京
都
府
、
京
丹
後
市

は
住
民
の
問
い
合
わ
せ
に
ま
と
も
に
取
り

合
わ
ず
、
米
軍
や
防
衛
局
・
府
・
市
な
ど

で
つ
く
る
「
安
心
・
安
全
対
策
連
絡
会
」

も
市
民
は
傍
聴
す
ら
で
き
ま
せ
ん
。
連
絡

会
を
公
開
し
、
積
極
的
に
地
元
へ
の
情
報

公
開
を
行
う
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
米
軍
関
係
者
の
交
通
事
故
対

策
に
つ
い
て
、
交
通
安
全
講
習
を
４
回
開

催
し
た
程
度
で
交
通
事
故
を
な
く
す
こ
と

は
で
き
ず
、
宿
舎
か
ら
基
地
ま
で
は
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
で
通
勤
す
る
と
い
う
当
初
の
約

束
も
反
故
に
さ
れ
る
な
ど
、
地
元
住
民
の

安
全
・
安
心
が
踏
み
に
じ
ら
れ
て
い
る
現

在
の
実
態
は
大
問
題
だ
と
指
摘
し
、
知
事

の
認
識
を
質
し
ま
し
た
。

　
知
事
は
、連
絡
会
の
公
開
に
つ
い
て
は
、

会
場
の
狭
さ
や
議
事
運
営
な
ど
を
理
由
に

言
い
訳
し
、
問
題
が
生
じ
た
場
合
に
は
解

決
に
あ
た
る
な
ど
と
答
弁
す
る
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。

児
童
相
談
所
の
抜
本
的
な

体
制
拡
充
・
設
備
改
善
を

　
児
童
相
談
所
の
体
制
、
一
時
保
護
所
の

体
制
・
設
備
に
つ
い
て
は
、
貧
困
の
拡
大

で
社
会
的
に
孤
立
せ
ざ
る
を
得
な
い
保
護

者
が
増
加
す
る
な
ど
し
て
、
府
内
の
児
童

相
談
所
で
の
虐
待
や
ネ
グ
レ
ク
ト
等
の
相

談
受
理
件
数
が
こ
こ
４
年
で
約
２
倍
に
急

増
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
相
談
所
の
虐
待
対
応
の
正
規
職
員

は
６
名
し
か
増
や
さ
れ
ず
、
京
田
辺
支
所

で
は
月
の
残
業
時
間
が
府
職
員
平
均
の
３

倍
近
く
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
た
実
態
を

告
発
し
、
国
に
財
政
措
置
を
求
め
る
と
と

も
に
、
府
と
し
て
も
専
門
職
の
正
規
職
員

を
拡
充
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
京
都
市
以
北
で
は
福
知
山
市
に

し
か
児
童
相
談
所
が
な
く
、
亀
岡
市
や
南

丹
市
な
ど
の
担
当
は
東
山
区
の
府
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
お
り
、
緊
急
対
応

が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
京
都
市
以
北

へ
の
支
所
の
設
置
も
含
め
た
相
談
所
機
能

の
充
実
を
求
め
ま
し
た
。

　
一
時
保
護
所
の
設
備
に
つ
い
て
も
、
施

設
基
準
は
₃0
年
前
と
変
わ
ら
ず
、
生
活
の

場
が
男
女
混
合
と
さ
れ
、
宇
治
で
は
入
所

定
員
が
1₃
名
に
対
し
て
部
屋
が
５
つ
し
か

な
く
、
福
知
山
も
同
様
の
実
態
で
あ
る
と

指
摘
。
子
ど
も
が
、
少
し
で
も
快
適
に
過

ご
せ
る
よ
う
、
早
急
に
施
設
を
改
善
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

　一般質問では米軍レーダー基地問題と児
童相談所のあり方について、決算審議では
消費生活相談体制、特別支援学校の老朽校
舎問題、職員の時間外勤務とメンタルヘル
ス問題、プロポザール問題などを取り上げ
ました。特に今議会で浮き彫りになったの
は、地域包括ケアシステムやジョブカフエ
など府の目玉施策の立案などが、パソナや
オムロンパーソネルなどの派遣会社に丸投
げされているということです。これは、京
都府がこの間、府の職員を1000人近く削
減し、非正規に置き換え続けてきたことと
密接に関係しています。
　現場の職員さんたちは、大量で複雑な仕
事をこなそうと必死で頑張っておられます
が、いろいろなところで限界に来ているこ
とがいよいよ明確になっています。
� ［西脇いく子］

米軍基地いらんちゃフェスタin丹後2015に参加（10月31日）

一般質問
9月29日

西脇 いく子議員
（京都市下京区）
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森
下
議
員
は
、
初
め
て
の
府
議
会
定
例

会
一
般
質
問
に
立
ち
、
中
学
校
給
食
実
施

の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し

た
。中

学
校
給
食
導
入
促
進
へ

財
政
支
援
を

　
国
は
2
0
1
9
年
度
ま
で
に
学
校
給
食

実
施
率
を
90
％
以
上
に
す
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
が
、
京
都
府
の
中
学
校
給

食
実
施
率
は
、
全
国
平
均
₈₆
％
（
1₃
年

度
）
に
対
し
て
₆9
・
2
％
。
生
徒
数
で
は

₃₃
・
9
％
と
全
国
最
下
位
で
、
保
護
者
を

は
じ
め
生
徒
か
ら
も
中
学
校
給
食
の
実
施

を
求
め
る
声
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る

い
ま
、
実
施
率
向
上
へ
む
け
た
市
町
村
へ

の
財
政
支
援
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
教
育
長
は
、
全
国
と
比
べ

低
い
状
況
に
あ
る
の
は
各
市
町
に
課
題
が

あ
る
と
の
認
識
を
示
し
、
国
に
財
政
措
置

の
拡
充
を
要
望
し
て
い
く
と
答
弁
す
る
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
。

食
育
促
進
に
む
け
て
、
栄
養

教
諭
の
全
校
配
置
が
必
要

　
京
都
府
の
栄
養
教
諭
の
配
置
基
準
は
、

単
独
校
で
児
童
生
徒
6
5
0
人
以
上
に
対

し
て
１
人
、
6
4
9
人
以
下
は
４
校
に
１

人
、
共
同
調
理
場
で
は
2
0
0
0
人
以
下

に
１
人
と
な
っ
て
お
り
、
国
基
準
（
単
独

校
で
5
5
0
人
以
上
に
１
人
、
共
同
調
理

場
で
は
1
5
0
0
人
以
下
で
１
人
）
と
比

べ
て
も
た
い
へ
ん
厳
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
森
下
議
員
は
、
学
校
給
食
の
充
実
や

安
全
性
、
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
課
題
へ
の

対
応
、
食
育
推
進
の
た
め
に
は
栄
養
教
諭

の
全
校
配
置
が
必
要
で
あ
る
と
求
め
ま
し

た
。介

護
・
福
祉
労
働
者
の
賃
金

ア
ッ
プ
の
た
め
の
施
策
を

　
次
に
森
下
議
員
は
、
介
護
保
険
報
酬
削

減
の
影
響
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
今
年
４
月
か
ら
、
介
護
保
険
か
ら
事
業

所
に
支
払
わ
れ
る
介
護
報
酬
が
4
・
4₈
％

引
き
下
げ
ら
れ
、
事
業
所
に
深
刻
な
影
響

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
府
が
実
施
し
た

介
護
事
業
所
へ
の
実
態
調
査
の
結
果
に
つ

い
て
確
認
し
つ
つ
、
介
護
・
福
祉
労
働
者

の
賃
金
ア
ッ
プ
の
た
め
、
国
費
の
直
接
投

入
に
よ
る
賃
金
引
き
上
げ
の
し
く
み
を
求

め
る
こ
と
、
府
と
し
て
も
独
自
に
賃
金
引

き
上
げ
の
た
め
の
支
援
策
を
創
設
す
る
こ

と
を
迫
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
知
事
は
、
報
酬
改
定
に
よ

る
運
営
困
難
を
理
由
と
し
た
廃
止
の
事
例

は
聞
い
て
い
な
い
な
ど
と
現
場
の
実
態
を

直
視
せ
ず
、
介
護
職
員
の
賃
金
に
つ
い
て

も
、
介
護
保
険
制
度
の
枠
内
で
考
え
る
も

の
で
あ
る
と
述
べ
、
独
自
の
支
援
に
消
極

的
な
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

八
幡
市
と
協
議
し
、
早
急
に

土
砂
災
害
防
止
対
策
事
業
を

進
め
よ

　
最
後
に
森
下
議
員
は
、
地
元
八
幡
市
で

発
生
し
た
台
風
11
号
被
害
に
つ
い
て
土
砂

災
害
防
止
対
策
を
地
元
と
協
議
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。
こ
の
問
題
で
は
、
単
独
事

業
で
あ
る
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
事
業
を

活
用
し
、
早
期
復
旧
に
向
け
、
事
業
に
着

手
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　府会議員になって初めての一般質問に立
ちました。たいへん緊張しましたが、住民
の願いを中心に訴えることができて、念願
の府会議席の重みと喜びを再認識しまし
た。
　今議会では、決算特別委員会委員として
も審査に臨みました。府議会では会派割り
当て時間が決まっていて、発言時間に制限
があります。少ない時間でしっかり質問・
追及ができるよう、事前に会派で打ち合わ
せをして臨みます。そんなことから、連日
議会が続く時は大変でした。緊張といら立
ちと、理事者の答弁の歯がゆさの毎日でし
た。
　住民の皆さんと力を合わせて、戦争法を
許さず、府民の暮らしを優先する府政を求
めて、頑張りたいと思います。
� ［森下よしみ］

長野県の給食や少人数学級の取り組みを調査（８月26日）

一般質問
9月30日

森下 よしみ議員
（八幡市）
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亀
岡
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム

は
白
紙
撤
回
を

　
単
独
公
共
事
業
執
行
平
準
化
対
策
費

は
、
年
間
を
通
じ
た
円
滑
な
工
事
執
行
を

図
る
た
め
の
も
の
で
す
が
、
土
木
事
務
所

等
の
技
術
職
員
の
大
幅
削
減
で
事
業
執
行

が
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
こ
そ

重
大
だ
と
し
て
、
技
術
職
員
の
計
画
的
な

増
員
、
現
場
体
制
の
強
化
を
強
く
求
め
ま

し
た
。

　
亀
岡
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
に
つ

い
て
は
、
建
設
面
積
が
亀
岡
市
都
市
公
園

条
例
の
基
準
を
超
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
事
実
を
知
り

な
が
ら
議
会
や
審
議
会
に
全
く
報
告
せ

ず
、
６
月
議
会
で
建
設
関
連
予
算
を
提
案

し
た
こ
と
を
厳
し
く
批
判
。「
亀
岡
の
条

例
が
改
正
さ
れ
れ
ば
違
反
状
態
は
解
消
さ

れ
る
」
な
ど
と
し
て
い
る
こ
と
は
自
治
権

の
侵
害
で
あ
り
、
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
は
白

紙
撤
回
す
べ
き
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

戦
争
法
廃
止
の

﹁
国
民
連
合
政
府
﹂
を

　
前
窪
議
員
は
最
後
に
、
米
軍
レ
ー
ダ
ー

基
地
や
戦
争
法
・
安
保
法
制
に
つ
い
て
、

住
民
の
願
い
に
背
を
向
け
、
立
憲
主
義
と

民
主
主
義
を
否
定
す
る
強
行
採
決
を
事
実

上
容
認
す
る
知
事
の
態
度
を
厳
し
く
批

判
。
戦
争
法
廃
止
で
一
致
す
る
す
べ
て
政

党
、
団
体
、
個
人
が
力
を
合
わ
せ
「
国
民

連
合
政
府
」
を
作
ろ
う
と
よ
び
か
け
、
討

論
を
終
え
ま
し
た
。

　
前
窪
議
員
は
、
10
月
７
日
に
議
決
す
る

議
案
９
件
に
つ
い
て
、
関
西
広
域
連
合
規

約
変
更
に
関
す
る
協
議
の
件
に
つ
い
て
は

反
対
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
賛
成
の
立
場

か
ら
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

住
民
の
暮
ら
し
と
か
け
離
れ

た
関
西
広
域
連
合
の
強
化
を

は
か
る
規
約
変
更
に
は
反
対

　
関
西
広
域
連
合
は
、
戦
略
的
観
光
や
国

際
競
争
力
強
化
の
た
め
の
産
業
振
興
を
掲

げ
、
規
制
緩
和
の
手
法
で
新
た
な
呼
び
込

み
型
開
発
を
強
め
、
財
界
の
出
先
機
関
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。今
回
、

奈
良
県
が
部
分
参
加
を
表
明
し
た
の
は
、

国
出
先
機
関
の
地
方
移
管
の
懸
念
が
な
く

な
っ
た
こ
と
が
理
由
で
す
が
、
関
西
広
域

連
合
が
そ
の
方
針
を
変
え
る
ど
こ
ろ
か
、

道
州
制
へ
の
準
備
を
検
討
し
て
い
る
こ
と

も
重
大
で
す
。

　
住
民
の
暮
ら
し
と
は
か
け
離
れ
た
組
織

に
な
っ
て
い
る
関
西
広
域
連
合
に
は
、
も

は
や
存
続
意
義
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
新
た
な
県
の
加
入
で
組
織
を
肥
大

化
さ
せ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
し
て
、

規
約
変
更
に
関
す
る
協
議
の
件
に
は
反
対

し
ま
し
た
。

先
行
型
交
付
金
事
業
は

自
主
性
を
も
っ
た
実
施
を

　
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
賛
成
を
表

明
し
つ
つ
、
指
摘
・
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　
平
成
₂₇
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

国
の
先
行
型
交
付
金
を
活
用
し
、
い
ち
早

く
地
域
創
生
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
を
切
る

こ
と
な
ど
を
眼
目
に
編
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
先
行
型
交
付
金
は
自
由
度
の
高
い
も

の
で
す
が
、
政
府
は
広
域
連
携
や
公
共
施

設
等
の
集
約
化
を
財
政
誘
導
し
よ
う
と
し

て
い
る
だ
け
に
、
財
政
的
な
制
約
を
理
由

に
、
政
府
の
狙
う
地
方
創
生
総
合
戦
略
の

枠
組
み
に
従
っ
て
、
地
方
創
生
の
事
業
を

知
事
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
進
め
る
こ
と
が

な
い
よ
う
指
摘
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
改
悪
撤
回
、

独
自
の
支
援
を

　
京
都
式
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
費
に
つ
い

て
は
、
府
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

待
機
者
が
6
0
0
0
人
と
い
う
状
況
の
も

と
、
さ
ら
な
る
施
設
整
備
を
求
め
る
と
と

も
に
、「
自
助
努
力
」
の
名
で
サ
ー
ビ
ス

制
限
や
負
担
増
を
す
す
め
る
介
護
保
険
制

度
改
悪
に
つ
い
て
、
国
に
撤
回
の
意
見
を

上
げ
る
と
と
も
に
、
府
と
し
て
も
支
援
を

緊
急
に
講
じ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

議案討論
10月7日

まえくぼ義由紀議員
（宇治市・久御山町）

　戦争法に反対するたたかいが、法案の強
行によって終わるどころか、さらに粘り強
く発展しています。そして、日本共産党が
提案している「戦争法廃止の国民連合政府」
の呼びかけに反響が広がっています。
　私は、「憲法を暮しの中に生かそう」の
垂れ幕を京都府庁正面に掲げてきた蜷川知
事時代を思い起こしつつ、知事が、憲法遵
守の立場にある自治体の長として、多数の
府民の声に応え、戦争法廃止、米軍のⅩバ
ンドレーダー基地の撤去を求めるべきだと
討論で指摘しました。
　かつて知事と京都市長がスクラムを組ん
で、国の悪政に立ち向かった時代がありま
した。知事も、自治体首長も、戦争法廃止
の先頭に立ってほしいものです。
� ［まえくぼ義由紀］
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意見書・決議案討論
10月7日

馬場こうへい議員
（京都市伏見区）

し
た
。
ま
た
、
経
ヶ
岬
米
軍
レ
ー
ダ
ー
基

地
に
つ
い
て
、
も
と
も
と
普
天
間
基
地
の

名
護
市
辺
野
古
へ
の
移
設
と
合
わ
せ
て
約

束
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
米
軍
幹
部
に
戦

争
法
の
成
立
を
公
言
し
て
い
た
自
衛
隊
・

河
野
統
幕
長
が
「
ミ
サ
イ
ル
防
衛
の
連
携

に
お
い
て
非
常
に
重
要
」
と
発
言
し
て
い

た
こ
と
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
集
団
的
自

衛
権
行
使
と
一
体
に
運
用
さ
れ
る
危
険
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
。
当
初
の
約

束
が
次
々
に
踏
み
に
じ
ら
れ
、
地
元
住
民

の
安
全
と
安
心
が
著
し
く
脅
か
さ
れ
て
い

る
現
状
か
ら
も
、
そ
の
撤
去
を
強
く
求
め

ま
し
た
。

高
浜
原
発
再
稼
動
に
反
対
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入

は
中
止
せ
よ

　「
関
西
電
力
高
浜
原
子
力
発
電
所
３
、４

号
機
の
再
稼
働
に
反
対
す
る
意
見
書
案
」

に
つ
い
て
は
、
福
島
第
一
原
発
事
故
が
収

束
せ
ず
、
い
ま
だ
に
19
万
人
も
の
避
難
者

が
い
る
も
と
で
、
国
が
電
力
会
社
と
一
体

に
な
っ
て
再
稼
動
を
進
め
て
い
る
の
は
重

大
だ
と
厳
し
く
批
判
。
福
井
地
裁
が
運
転

差
し
止
め
の
仮
処
分
を
決
定
し
た
重
み
を

受
け
止
め
、
原
発
ゼ
ロ
を
決
断
す
る
こ
と

こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
調
し
ま
し

た
。
ま
た
、
10
月
５
日
に
施
行
さ
れ
た
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
か
か
わ
っ
て
、
こ
れ

が
徴
税
強
化
や
社
会
保
障
費
削
減
を
狙
っ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
。
８
割
の
国

民
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
な
ど
に「
不
安
」

を
持
ち
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
扱
う
中
小
零

細
業
者
に
は
重
い
負
担
に
な
る
こ
と
か
ら

も
、
そ
の
実
施
中
止
を
求
め
る
意
見
書
へ

の
賛
同
を
求
め
ま
し
た
。

労
働
者
派
遣
法
の
抜
本
的
改

正
、
T
P
P
か
ら
撤
退
と
米

価
下
落
対
策
を

　「
労
働
者
派
遣
法
の
抜
本
的
改
正
を
求

め
る
意
見
書
案
」
に
つ
い
て
は
、
先
斗
町

の
れ
ん
会
と
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
ユ
ニ
オ
ン

が
、
先
斗
町
で
の
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
の
根

絶
を
め
ざ
す
共
同
声
明
を
発
表
し
た
こ
と

を
紹
介
。
京
都
府
が
正
規
雇
用
拡
大
の
目

標
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
に
も
触
れ
な
が

ら
、「
人
間
ら
し
く
働
く
ル
ー
ル
」
の
確

立
こ
そ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調

し
、
生
涯
派
遣
等
を
生
み
出
す
労
働
者
派

遣
法
の
大
改
悪
の
撤
回
と
労
働
者
保
護
法

へ
の
抜
本
改
正
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、

T
P
P
交
渉
の
大
筋
合
意
で
、
政
府
自
身

が
「
聖
域
は
守
る
」
と
し
て
き
た
「
重
要

品
目
」
に
つ
い
て
も
大
幅
に
譲
歩
し
た
こ

と
を
厳
し
く
批
判
。
協
定
の
調
印
中
止
を

求
め
る
と
と
も
に
、
農
家
が
安
心
し
て
コ

メ
作
り
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
米
価
安

定
の
た
め
の
政
府
と
京
都
府
の
対
策
を
求

め
ま
し
た
。

　
馬
場
議
員
は
、
意
見
書
案
14
件
及
び
決

議
案
１
件
に
つ
い
て
、
自
民
党
・
民
主

党
・
公
明
党
三
会
派
提
案
の
「
地
方
創
生

に
係
る
新
型
交
付
金
等
の
財
源
確
保
を
求

め
る
意
見
書
案
」「
I
C
T
利
活
用
に
よ

る
地
域
活
性
化
と
ふ
る
さ
と
テ
レ
ワ
ー
ク

の
推
進
を
求
め
る
意
見
書
案
」
及
び
、
民

主
党
提
案
の
「
立
憲
民
主
主
義
国
家
と
し

て
国
民
と
共
に
歩
む
こ
と
を
求
め
る
意
見

書
案
」
の
３
意
見
書
案
に
反
対
し
、
他
の

意
見
書
案
11
件
と
決
議
案
に
つ
い
て
賛
成

す
る
立
場
で
討
論
し
ま
し
た
。

憲
法
違
反
の
戦
争
法
は
廃
止
し
、

米
軍
レ
ー
ダ
ー
基
地
の
撤
去
を

　
共
産
党
提
案
の
「
憲
法
違
反
の
戦
争

法
（
安
保
法
制
）
の
廃
止
を
求
め
る
意
見

書
案
」「
経
ヶ
岬
米
軍
レ
ー
ダ
ー
基
地
を

撤
去
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
案
」
に

つ
い
て
は
、
自
衛
隊
が
す
で
に
派
兵
さ
れ

て
い
る
南
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
「
駆
け
つ

け
警
護
」
な
ど
、
戦
争
法
が
現
実
に
発
動

さ
れ
る
危
険
が
浮
上
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
。
国
民
的
な
反
対
運
動
が
強
行
採
決
後

も
広
が
り
続
け
、
戦
争
法
の
廃
止
と
立
憲

主
義
の
回
復
に
向
け
、
野
党
の
協
力
を
求

め
る
流
れ
へ
と
発
展
し
て
い
る
こ
と
を
紹

介
し
て
、
こ
う
し
た
国
民
・
府
民
の
声
に

こ
た
え
て
行
動
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
ま

　決算特別委員会を含む長丁場の9月
議会が終わりました。
　「学校間の格差が広がっている。どの
高校でもちゃんと学べる環境に」「TPP
が始まれば府の農業に大きな影響が出
る。府としても影響調査を行うべき」「教
員の多忙化解消を」――今回の決算特
別委員会では、他の会派の議員からも、
次々と府の施策に対しての問題提起が
なされました。こうした指摘をせざる
を得ないほど、一つ一つの現場が大変
になっていることを示しているのでは
ないでしょうか。
　しかし一方では、「オール与党」とし
て府政を支える姿勢は続いています。
こうした矛盾が広がる中、引き続き府
民の暮らし目線で、府政に迫っていき
ます！。� ［馬場こうへい］

広がる矛盾の打開へ、
府民目線で
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件　名 議決結果
賛否の状況

共産 自民 民主 公明 維新

「マイナンバー制度実施を延期し、廃止を求める意見書の採択に
関する請願」　（請願者／京都府商工団体連合会） 不採択 ○ × × × ×

「安保関連法の採択強行に抗議し、廃止をもとめる意見書採択に
関する請願」　（請願者／新日本婦人の会京都府本部） 不採択 ○ × × × ×

※いずれも紹介議員会派は日本共産党

2015年9月議会　請願の審議結果　10月7日本会議

意見書・決議案採決結果

労働者酷使の
ブラック企業根絶を

上原 ゆみ子（京都市伏見区）

　府会議員団として、青年のみなさんと、高い学費、
奨学金制度、ブラックバイトなどのアンケートに取
り組んでいます。
　私の通っていた専門学校は、今は京都造形大学と
なっていますが、年間授業料は180万円。それに
加えて作品作りの材料費が高く、「補助してほしい」

と訴えられました。アルバイトでは最低賃金が上
がったものの、人員削減されシフトがきつくなった
とのことです。
　先日、朝宣伝の後にときおり立ち寄るレストラン
チェーン店で、「週50時間も働いています。挙句に
なかなか帰らせてもらえない。相談したい」と、ウ
エイトレスの方から耳打ちされました。ブラックな
働き方はパートにも影響が出ています。労働者を酷
使するブラック企業は根絶しかありません。

件　名 提案会派
賛否の状況 議決

結果共産 自民 民主 公明 維新

公務員獣医師の処遇改善に関する意見書 自民･民主･公明 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

地方創生に係る新型交付金等の財源確保を求める意見書 自民･民主･公明 × ○ ○ ○ ○ 可決

マイナンバー制度の実施中止を求める意見書 共産 ○ × × × × 否決

立憲民主主義国家として国民と共に歩むことを求める意見書 民主 × × ○ × × 否決

憲法違反の戦争法（安保法制）の廃止を求める意見書 共産 ○ × × × × 否決

関西電力高浜原子力発電所３、4号機の再稼働に反対する意見書 共産 ○ × × × × 否決

経ヶ岬米軍レーダー基地を撤去することを求める意見書 共産 ○ × × × × 否決

児童相談所等の体制整備・虐待対策の拡充を求める意見書 共産 ○ × × × × 否決

児童虐待の防止に向けた体制強化を求める意見書（対案） 自民･民主･公明 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

私学教育の振興に関する意見書 自民･民主･公明 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

ICT利活用による地域活性化とふるさとテレワークの推進を求める意見書 自民･民主･公明 × ○ ○ ○ ○ 可決

雇用の安定を求める意見書（対案） 民主 ○ × ○ × × 否決

労働者派遣法の抜本的改正を求める意見書 共産 ○ × × × × 否決

米価下落対策を求める意見書 共産 ○ × × × × 否決

米価下落対策を求める決議 共産 ○ × × × × 否決



11 府会だより◦Autumn. 2015

決算特別委員会
知事総括質疑

10月29日

本庄 たかお議員
（京都市山科区）

と
の
声
を
紹
介
し
、
教
育
長
は
こ
れ
ら
の

声
に
ど
う
応
え
る
の
か
と
質
し
ま
し
た
。

教
育
長
は
、「
今
後
は
検
討
が
必
要
な
地

域
ご
と
に
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
場
を
も

う
け
、
丁
寧
に
か
つ
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
作
業
を
進
め
た
い
」
と
答
弁
。
本
庄
議

員
は
、公
開
さ
れ
た
場
で
丁
寧
に
検
討
し
、

地
域
、保
護
者
の
意
見
を
聞
く
よ
う
求
め
、

高
校
間
に
序
列
を
つ
く
る
恣
意
的
な
「
府

立
高
校
減
ら
し
」
は
や
め
る
よ
う
強
く
求

め
ま
し
た
。

前
期
選
抜
制
度
は
廃
止
せ
よ

　
ま
た
、
前
期
選
抜
制
度
に
つ
い
て
、「
進

学
系
専
門
学
科
」
が
早
期
に
生
徒
を
獲
得

す
る
た
め
に
多
く
の
中
学
生
に
不
合
格
体

験
を
さ
せ
、
挫
折
を
味
あ
わ
せ
苦
し
め
る

も
の
で
あ
り
廃
止
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

鴨
沂
高
校
夜
間
定
時
制
の
灯

を
消
す
な
。
募
集
停
止
を
撤

回
せ
よ

　
最
後
に
本
庄
議
員
は
、
鴨
沂
高
校
夜
間

定
時
制
の
募
集
停
止
に
つ
い
て
、
不
登
校

や
他
校
の
中
退
を
経
験
し
、
や
り
直
し
た

い
生
徒
、
働
き
な
が
ら
学
び
た
い
生
徒
、

病
気
や
障
害
の
あ
る
生
徒
、
学
習
の
機
会

を
奪
わ
れ
た
高
齢
の
人
な
ど
が
、
互
い
に

交
流
す
る
中
で
成
長
し
、
安
心
し
て
学
校

生
活
が
送
れ
る
場
で
あ
り
、
募
集
停
止
を

撤
回
す
る
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
2
0
1
4
年
度
決
算
特
別
委
員
会
が
10

月
9
日
か
ら
10
月
₂9
日
ま
で
開
か
れ
ま
し

た
。
10
月
₂9
日
の
知
事
総
括
質
疑
で
は
、

本
庄
た
か
お
、
み
つ
な
が
敦
彦
両
議
員

が
、
米
軍
レ
ー
ダ
ー
基
地
問
題
、
府
立
高

校
再
編
問
題
、
高
浜
原
発
３
、４
号
機
の

再
稼
働
問
題
、
亀
岡
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア

ム
建
設
計
画
、
府
の
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
の
あ
り
方
の
問
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

騒
音
・
交
通
事
故
・
米
軍
属

住
宅
建
設
。
基
地
あ
る
限
り

解
決
な
し

　
本
庄
議
員
は
、
京
丹
後
市
の
米
軍
Ｘ
バ

ン
ド
レ
ー
ダ
ー
基
地
に
つ
い
て
、
戦
争
法

成
立
で
、
基
地
そ
の
も
の
が
攻
撃
の
対
象

と
な
る
可
能
性
、
危
険
性
が
増
し
て
い
る

と
指
摘
。
基
地
稼
働
後
、
騒
音
・
低
周
波

に
よ
る
健
康
被
害
、
米
軍
関
係
者
に
よ
る

₂0
件
の
交
通
事
故
、
住
民
意
向
を
無
視
し

た
米
軍
属
住
宅
建
設
な
ど
が
相
次
ぎ
、
問

題
が
解
消
さ
れ
な
い
実
態
を
示
し
、
知
事

の
責
任
を
追
及
し
ま
し
た
。
知
事
は
「
順

次
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
」等
と
答
弁
。

本
庄
議
員
は
、
基
地
が
あ
る
限
り
問
題
は

繰
り
返
さ
れ
る
と
指
摘
し
、
基
地
撤
去
を

強
く
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
京
都
府
が
、
メ
キ
シ
コ
料
理
店
を

交
流
拠
点
と
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
京
丹
後
市

日
米
友
好
協
会
に
対
し
て
「
地
域
力
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
交
付
金
」
と
し

て
1
0
0
万
円
、
市
町
村
振
興
協
会
か
ら

も
1
0
0
万
円
を
支
援
し
て
い
る
問
題
に

つ
い
て
、
米
軍
人
の
た
め
の
遊
興
施
設
で

あ
り
府
が
支
援
す
る
必
要
は
全
く
な
い
と

指
摘
。「
米
軍
基
地
問
題
の
解
決
を
脇
に

置
き
、
米
軍
の
存
在
を
固
定
化
す
る
も
の

だ
」
と
知
事
の
姿
勢
を
厳
し
く
批
判
し
、

財
政
支
援
を
や
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

府
北
部
の
生
徒
減
少
を
理
由

と
す
る
﹁
府
立
高
校
減
ら
し
﹂

は
や
め
よ

　
次
に
本
庄
議
員
は
、
府
教
委
が
生
徒
減

少
を
理
由
に
北
部
の「
府
立
高
校
減
ら
し
」

の
計
画
を
策
定
し
、
早
け
れ
ば
2
0
1
7

年
度
の
受
検
か
ら
実
施
し
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
域
か
ら
高
校
が
な

く
な
れ
ば
、
若
者
の
流
出
に
拍
車
が
か
か

り
、
地
域
の
衰
退
を
招
く
と
指
摘
。「
高

校
間
の
序
列
化
が
進
み
、
地
元
の
生
徒
の

進
学
希
望
が
少
な
い
。
地
域
で
は
高
校
を

良
く
し
て
い
こ
う
と
高
校
と
地
域
の
結
び

つ
き
を
つ
く
り
、
お
互
い
に
努
力
し
て
い

る
。
高
校
は
地
域
の
活
性
化
、
丹
鉄
の
維

持
に
と
っ
て
も
か
け
が
え
の
な
い
存
在
」

　NPO法人が「米軍関係者との交流の拠
点」として開店したメキシコ料理店。京都
府から100万円の財政支援を受けていま
す。調査すると、店内にはダーツなどの設
備があり、外国のビールも揃えられた、ま
さに遊興施設でした。駐車場には、「わ」
ナンバーのレンタカーが何台も停められ、
スパイスの効いたメキシコ料理にアルコー
ルが入れば、飲酒運転や交通事故につなが
りかねません。
　レーダー基地の本格稼働から１年。騒音
による健康被害、20件もの交通事故、住
民無視の米軍属住宅建設問題など、「安心・
安全」の約束は反故にされ、住民の不安は
無視され続けています。米軍基地という根
本問題の解決を棚上げし、米軍の存在を固
定化する財政支援（思いやり予算）は許さ
れません。� ［本庄たかお］
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決算特別委員会
知事総括質疑

10月29日

みつなが敦彦議員
（京都市左京区）

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
あ

り
方
を
は
じ
め
、
自
治
体
の

委
託
事
業
の
見
直
し
を

　
光
永
議
員
は
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
で
委
託
さ
れ
た
1
0
0
万
円
以
上
の

事
業
が
、
4
7
7
件
4₈
億
円
に
も
の
ぼ
っ

て
い
る
こ
と
も
紹
介
し
、
こ
う
し
た
問
題

の
総
括
が
必
要
だ
と
問
題
提
起
。
ジ
ョ
ブ

パ
ー
ク
事
業
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
パ
ソ
ナ

を
は
じ
め
と
す
る
人
材
派
遣
会
社
が
選
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
重
度
障
害
の
あ
る

方
に
3
0
0
0
円
の
商
品
券
を
配
布
す

る
事
業
が
Ｊ
Ｔ
Ｂ
に
委
託
さ
れ
、
結
局

5
0
0
0
人
も
の
人
に
商
品
券
が
届
か
な

か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
費
の
３

分
の
１
が
Ｊ
Ｔ
Ｂ
へ
の
支
払
い
に
充
て
ら

れ
た
こ
と
な
ど
を
例
に
挙
げ
、
雇
用
や
福

祉
の
施
策
と
し
て
相
応
し
い
の
か
と
追
及

し
ま
し
た
。

　
光
永
議
員
は
、
き
ち
ん
と
哲
学
を
持
っ

て
や
れ
ば
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

も
有
用
で
あ
る
と
述
べ
つ
つ
、
何
が
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
に
適
し
て
い
る
か
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
も
な
い
問
題
点
を
指
摘
。
京
都
府
の

職
員
が
削
減
さ
れ
、
発
注
会
社
化
し
て
い

る
現
状
を
根
本
的
に
転
換
す
る
た
め
、
府

職
員
を
計
画
的
に
増
員
し
、
公
契
約
条
例

で
賃
金
と
地
元
業
者
を
守
る
立
場
に
立
つ

よ
う
求
め
ま
し
た
。

高
浜
原
発
３
、４
号
機
の
再
稼

働
に
反
対
を

　
高
浜
原
発
３
、４
号
機
に
か
か
わ
っ
て
、

政
府
が
安
全
審
査
に
合
格
を
出
し
、
関
西

電
力
は
３
号
機
に
続
い
て
４
号
機
の
使
用

前
検
査
を
申
請
す
る
な
ど
、
再
稼
働
へ
の

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
光
永
議
員

は
、
福
井
地
裁
に
よ
る
運
転
差
し
止
め
の

仮
処
分
決
定
を
め
ぐ
る
審
査
は
続
い
て
お

り
、
福
井
県
等
と
の
広
域
避
難
の
具
体
化

も
進
ん
で
い
な
い
も
と
で
、
再
稼
働
は
到

底
あ
り
え
な
い
と
指
摘
。
3
号
機
は
1₂
月

下
旬
、
4
号
機
は
1
月
下
旬
の
再
稼
働
が

想
定
さ
れ
て
い
る
も
と
、
知
事
と
し
て
こ

れ
に
反
対
を
表
明
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。
ま
た
、
各
自
治
体
で
開
催
さ
れ
る
説

明
会
を
、
再
稼
動
容
認
の
口
実
に
し
な
い

よ
う
釘
を
刺
し
ま
し
た
。
知
事
は
、「
司

法
判
断
の
結
果
を
踏
ま
え
て
対
応
し
て
い

く
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

問
題
続
出
の
亀
岡
ス
タ
ジ
ア

ム
計
画
。
建
設
あ
り
き
の
姿

勢
を
正
せ

　
光
永
議
員
は
次
に
、
亀
岡
ス
タ
ジ
ア
ム

計
画
が
、
基
本
設
計
段
階
で
は
市
の
都
市

公
園
条
例
が
定
め
る
面
積
基
準
に
違
反
し

て
い
る
問
題
を
指
摘
し
、
計
画
や
設
計
を

見
直
す
の
で
は
な
く
、
条
例
を
変
え
て
対

応
す
る
と
い
う
考
え
方
が
重
大
だ
と
批

判
。
さ
ら
に
、
観
客
席
の
高
さ
が
6
・
4

メ
ー
ト
ル
も
あ
る
の
に
、
建
築
基
準
法
施

行
条
例
で
3
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
設
置

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
横
断
通
路

が
な
い
問
題
を
質
し
ま
し
た
。

　
知
事
は
、
今
年
２
月
の
条
例
改
正
で
解

決
済
み
と
い
う
認
識
を
示
し
ま
し
た
が
、

光
永
議
員
は
、
設
計
業
者
と
の
協
議
の
中

で
条
例
改
正
が
検
討
さ
れ
た
経
過
を
示
し

て
、
利
用
者
の
安
全
を
軽
視
す
る
考
え
だ

と
指
摘
。
こ
れ
だ
け
の
重
大
問
題
を
議
会

に
も
報
告
せ
ず
、
市
民
に
知
ら
せ
な
い
ま

ま
進
め
よ
う
と
す
る
態
度
を
批
判
し
ま
し

た
。
ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方
式
で
コ

ス
ト
削
減
で
き
る
と
い
う
知
事
の
説
明
に

反
し
、
地
下
水
排
水
対
策
、
地
下
駐
車
場

整
備
、
に
ぎ
わ
い
施
設
ゾ
ー
ン
等
を
入
れ

る
と
、
総
事
業
費
が
ど
こ
ま
で
膨
れ
あ
が

る
か
わ
か
ら
な
い
実
態
を
暴
露
。
知
事

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
、
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
あ

り
き
の
姿
勢
こ
そ
が
問
題
だ
と
し
、
計
画

は
立
ち
止
ま
っ
て
論
議
し
直
す
よ
う
求
め

ま
し
た
。

　総括質疑は、何度やっても緊張します。
どんな答弁が出るのか、どう切り返すのか、
直前までいろいろ考えつつ、議員団あげて
調べ尽くそうと頑張ります。
　知事は、口先だけの官僚答弁でゴマカシ
だらけ。亀岡スタジアム建設では、建築基
準法上義務付けられている安全通路がない
ため、議会への報告なしに府条例の緩和を
行っていたにもかかわらず、「府県で基準
をつくれるのだから問題ない」と答弁。今
回初めて、公募型プロポーザルの多用によ
り「自治体が発注会社化している」と指摘
しましたが、「ルールに基づいてやってい
る」と開き直りました。しかし、この問題
では「点検していきたい」と答えざるをえ
なくなり、議員団あげた調査の力が政治を
動かすことを実感する議会でもありまし
た。� ［みつなが敦彦］
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　長丁場の決算審議が終わりました。あ
らゆる分野で、暮らしも平和も民主主義
も壊す安倍暴走政治のもと、府民の暮ら
しを守るために、京都府政と知事の役割
が問われる議会でした。
　残念ながら現府政は、戦争法でも、原発
の再稼働でも、TPP交渉の大筋合意でも、
国民の立場でものを言おうとしません。む
しろ、大企業優先で弱いものを切り捨てる
アベノミクスに追随し、さらに自治体を「解
体」させかねない行財政運営の歪みが明ら
かになりました。11年間で府職員は1150
人も減少し、非正規への置き換えや民間委
託がすすみました。京都ジョブパークや京
都式地域包括ケアの事業も、パソナに独占
的に委託される事態です。住民福祉の向上
のために働く自治体を取り戻すため、引き
続き頑張ります。� ［島田けい子］

　
島
田
け
い
子
議
員
は
、
2
0
1
4
年
度

決
算
認
定
に
か
か
わ
る
議
案
５
件
の
う

ち
、
第
８
号
、
第
10
号
議
案
の
２
件
に
反

対
し
、
そ
の
他
３
件
に
賛
成
す
る
立
場
か

ら
討
論
し
ま
し
た
。

自
治
体
の
あ
り
方
を
歪
め
る

府
政
の
現
状
を
批
判

　
第
８
号
議
案
の
「
平
成
₂₆
年
度
一
般
会

計
及
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

に
付
す
る
件
」
に
つ
い
て
は
、
三
つ
の
理

由
を
あ
げ
て
反
対
し
ま
し
た
。

　
そ
の
第
一
は
、「
戦
争
法
」
や
原
発
再
稼

働
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
消
費
税
増
税
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
平
和
と
暮
ら
し
を
破
壊

す
る
安
倍
政
権
の
暴
走
と
対
決
せ
ず
、
推

進
す
る
態
度
を
取
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。

　
第
二
の
理
由
は
、
自
治
体
の
あ
り
方
の

歪
み
に
か
か
わ
る
問
題
で
す
。
島
田
議
員

は
、
①
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ

る
随
意
契
約
が
4
7
7
件
4₈
億
円
に
も
ふ

く
れ
上
が
り
、
府
の
目
玉
事
業
も
相
次
い

で
他
府
県
事
業
者
や
全
国
展
開
の
派
遣
業

者
に
委
託
す
る
な
ど
自
治
体
が
「
あ
っ
せ

ん
会
社
化
」
し
て
い
る
問
題
、
②
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
に
追
随
し
た
財
政
運
営
の
結
果
、

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
人
員
削
減
に
よ

り
、
災
害
復
旧
や
公
募
型
公
共
事
業
等
の

執
行
が
大
幅
に
遅
れ
る
と
い
っ
た
事
態
が

広
が
る
な
ど
、
府
民
や
職
員
に
し
わ
寄
せ

を
強
い
て
い
る
問
題
、
③
地
方
創
生
を
旗

印
に
、
基
礎
自
治
体
と
地
域
を
切
り
捨
て

る
政
策
を
本
格
的
に
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
問
題
、
④
北
山
文
化
環
境
ゾ
ー
ン
整
備

や
亀
岡
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
、
府

民
や
議
会
に
情
報
を
隠
し
、
批
判
的
な
声

に
は
耳
を
貸
さ
な
い
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
府

政
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
問
題
、
な
ど
を

あ
げ
て
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　
第
三
の
理
由
は
、
特
色
化
な
ど
を
名
目

に
、
格
差
拡
大
と
高
校
統
廃
合
の
動
き
が

進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

島
田
議
員
は
、
生
徒
減
少
を
理
由
に
府
立

高
校
の
再
編
統
合
を
進
め
る
こ
と
は
、
地

域
の
存
続
に
か
か
わ
る
大
問
題
だ
と
指

摘
。「
進
学
実
績
」
の
学
校
間
格
差
に
つ

い
て
自
民
党
議
員
か
ら
批
判
の
声
が
上

が
っ
た
こ
と
に
も
触
れ
て
、「
特
別
な
学

校
づ
く
り
」
で
格
差
を
つ
く
り
、
入
試
制

度
を
通
じ
て
序
列
化
と
競
争
を
激
化
さ
せ

る
よ
う
な
や
り
方
を
改
め
、
ど
の
地
域
の

高
校
も
分
け
隔
て
な
く
教
育
環
境
を
整
え

る
こ
と
、
少
人
数
学
級
や
中
学
校
給
食
へ

の
支
援
、
特
別
支
援
学
校
の
老
朽
化
・
過

密
化
対
策
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　
第
10
号
議
案
の
「
平
成
₂₆
年
度
京
都
府

水
道
事
業
会
計
決
算
を
認
定
に
付
す
る

件
」
に
つ
い
て
は
、
高
い
水
道
料
金
の
要

因
と
な
っ
て
い
る
受
水
市
町
村
へ
の
過
大

な
供
給
水
量
を
見
直
さ
ず
、い
わ
ゆ
る「
カ

ラ
水
」
料
金
を
自
治
体
と
住
民
に
押
し
付

け
て
い
る
た
め
反
対
し
ま
し
た
。

議案討論
11月4日

島田 けい子議員
（京都市右京区）

府内企業育成で
地域経済に貢献を
 原田　完（京都市中京区）

　決算特別委員会も含めた長い議会が終わ
りました。
　決算特別委員会では、プロポーザル方式
による随意契約が447件48億円にのぼり、
その多くが他府県大企業に委託されている
実態が明らかになりました。例えば、小泉
政権時代に大企業応援の規制緩和・新自由
主義の旗頭だった竹中平蔵氏がグループの
会長を務める人材派遣会社パソナが、雇用
対策事業の多くを受託しています。
　府内企業の育成、府内企業発注で、率先
して地域経済に貢献しなければならない京
都府が、振興計画や府民生活応援の仕事を
他府県の事業者に発注しているのは、府職
員のスキルアップを含め、行政の責任を投
げ捨てる行為であり、大問題です。
　引き続き府民目線での提言と追及を行っ
ていきます。
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2015年9月議会　議案の議決結果　10月7日本会議、11月4日閉会本会議

議案番号 件　名 議決月日
賛否の状況 議決

結果共産 自民 民主 公明 維新

第１号 平成27年度京都府一般会計補正予算（第２号） 10月７日 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

第２号 平成27年度京都府流域下水道事業特別会計補正予算
（第１号） 10月７日 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

第３号 職員の退職手当に関する条例一部改正の件 10月７日 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

第４号 京都府立都市公園条例一部改正の件 10月７日 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

第５号 京都府風致地区条例一部改正の件 10月７日 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

第６号 京都府児童ポルノの規制等に関する条例廃止の件 10月７日 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

第７号 関西広域連合規約変更に関する協議の件 10月７日 × ○ ○ ○ ○ 原案
可決

第８号 平成26年度京都府一般会計及び特別会計歳入歳出決算を
認定に付する件 11月４日 × �○ ○ ○ ○ 認定

第９号 平成26年度京都府電気事業会計決算を認定に付する件 11月４日 ○ ○ ○ ○ ○ 認定

第10号 平成26年度京都府水道事業会計決算を認定に付する件 11月４日 × �○ ○ ○ ○ 認定

第11号 平成26年度京都府病院事業会計決算を認定に付する件 11月４日 ○ ○ ○ ○ ○ 認定

第12号 平成26年度京都府工業用水道事業会計決算を認定に付す
る件 11月４日 ○ ○ ○ ○ ○ 認定

第13号 母子寡婦福祉資金償還金請求事件に係る訴えの提起の専
決処分について承認を求める件 10月７日 ○ ○ ○ ○ ○ 承認

第14号 損害賠償請求事件に係る控訴の専決処分について承認を
求める件 10月７日 ○ ○ ○ ○ ○ 承認

「豊かな森を育てる府民税」
はやめよ

かみね 史朗（京都市右京区）

　京都府は、来年２月議会に「豊かな森を育てる府
民税」（個人の府民税均等割1500円に600円上乗
せ）を提案しようとしています。私は農商工労働常
任委員会で、林業の衰退や山林の荒廃をもたらして
きた国や京都府の責任が重大であると指摘しまし
た。国は木材の輸入自由化で林業を衰退させ、森林

整備予算を７年前より422億円も削減し、森林の荒
廃を助長してきました。京都府も林業予算を６年前
より24億円も削減しました。こうした国と府の政
治を転換し、木材の輸入自由化に歯止めをかけ、林
業振興と山林保全の対策予算を抜本的に増額するこ
とこそ必要です。しかも消費税増税や実質賃金の低
下、年金削減などで府民の暮らしは大変であり、新
たな府民負担は認められません。
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給付制奨学金を！
ブラック企業なくそう

成宮 まり子（京都市西京区）

　高い学費と奨学金返済に苦しむのは日本の異
常！ブラック企業・ブラックバイトに泣き寝入り
はしない！…京都の若者たちが立ち上げた「Local 
Democracy Action - KYOTO　生きやすい京
都をつくる全世代行動」に呼応し、大学門前や地域
で若いみなさんとのアンケート対話を重ねてきまし

た。
「日本の学費が世界一高いなんて知らなかった。給
付制奨学金はぜひつくってほしい」「学費のために
バイトは必修。勉強時間が不足」「バイト先はいつ
も人手不足。無理なシフトが授業やテストにも響く」
など、切実な声が次々と寄せられ、期待の大きさを
実感します。
　「戦争法」で示された若い世代の鮮烈なエネル
ギー。あわせて、若者の未来を見えなくする２つの
大問題の解決へ、全力でがんばる決意です。

　
9
月
1₆
日
か
ら
開
か
れ
て
い
た
９
月
定
例
議
会

が
、
決
算
特
別
委
員
会
を
は
さ
み
11
月
４
日
に
閉

会
し
た
。

　
今
議
会
は
、
戦
争
法
（
安
全
保
障
法
制
）
を
め

ぐ
る
国
民
的
反
対
運
動
の
歴
史
的
な
広
が
り
の
中

で
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
地
方
創
生
の
名
に
よ
る

地
方
切
り
捨
て
の
具
体
化
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る

も
と
で
、
自
治
体
と
首
長
の
在
り
方
が
問
わ
れ
る

議
会
と
な
っ
た
。

　
わ
が
党
議
員
団
は
、
戦
争
法
や
T
P
P
、
高
浜

原
発
再
稼
働
と
京
丹
後
米
軍
レ
ー
ダ
ー
基
地
を
は

じ
め
、
安
倍
政
権
に
よ
る
暴
走
と
山
田
府
政
の
も

と
で
の
京
都
で
の
具
体
化
に
真
正
面
か
ら
対
決
す

る
と
と
も
に
、
暮
ら
し
の
願
い
実
現
に
む
け
論
戦

し
た
。
ま
た
、
今
日
に
お
け
る
山
田
府
政
の
新
し

い
特
徴
と
動
き
を
事
実
に
も
と
づ
い
て
明
ら
か
に

す
る
論
戦
を
攻
勢
的
に
行
っ
た
。

１
、
本
議
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
9
件
の
う
ち
、

第
7
号
議
案
関
西
広
域
連
合
規
約
変
更
に
関
す
る

協
議
の
件
1
件
に
反
対
し
た
。
こ
れ
は
、
関
西
広

域
連
合
へ
の
奈
良
県
の
部
分
参
加
に
伴
う
規
約
変

更
で
あ
る
が
、
今
日
、
関
西
広
域
連
合
は
あ
た
か

も
財
界
出
先
機
関
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
、
住

民
の
暮
ら
し
と
か
け
離
れ
た
組
織
と
し
て
存
在
し

て
い
る
。
関
西
広
域
連
合
は
、
も
は
や
存
続
意
義

は
な
く
、
解
散
す
べ
き
と
し
て
反
対
し
た
。

２
、
決
算
認
定
議
案
５
件
の
う
ち
、
第
８
号
議
案

「
平
成
₂₆
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
を
認
定
に
付
す
る
件
」
及
び
、
第
10
号
議

案
「
京
都
府
水
道
事
業
会
計
決
算
を
認
定
に
付
す

る
件
」
に
は
反
対
し
た
。

第
８
号
議
案
「
平
成
₂₆
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定
に
付
す
る
件
」
の
反

対
理
由
は
第
一
に
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
平
和
も
民

主
主
義
も
暮
ら
し
も
破
壊
す
る
安
倍
政
権
の
暴
走

に
対
し
、
府
民
の
代
表
と
し
て
対
決
せ
ず
、
推
進

す
る
態
度
を
と
っ
て
き
た
た
め
で
あ
る
。

　「
戦
争
法
」
に
つ
い
て
、
同
法
を
廃
止
し
、
日

本
に
立
憲
主
義
、
民
主
主
義
を
取
り
戻
す
た
め
の

市
民
革
命
と
も
い
う
べ
き
運
動
が
大
き
く
広
が
っ

て
お
り
、
と
り
わ
け
、
本
府
の
米
軍
レ
ー
ダ
ー
基

地
の
危
険
性
が
現
実
性
を
帯
び
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
山
田
知
事
は
「
国
家
の
問
題
で
あ
り
、

地
方
自
治
体
が
も
の
を
言
え
る
立
場
で
な
い
」
と

の
態
度
を
崩
さ
ず
、
住
民
の
安
全
安
心
を
守
る
約

束
す
ら
果
た
そ
う
と
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
高
浜

原
発
3
、
4
号
機
の
再
稼
働
に
つ
い
て
、
山
田
知

事
は
「
安
全
安
心
に
つ
い
て
の
説
明
を
求
め
て
い

る
」
と
の
答
弁
に
終
始
し
て
お
り
、
現
在
、
随
時

開
催
中
の
北
部
自
治
体
説
明
会
や
協
議
会
が
開
か

れ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
再
稼
働
容
認
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
消
費
税
増
税
を
容
認
し
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
に
つ
い
て
異
議
を
唱
え
ず
、
さ

ら
に
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
称
す
る
経
済
政
策
に
よ
り

「
経
済
と
雇
用
に
明
る
さ
が
見
え
た
」
と
現
実
と

か
け
離
れ
た
認
識
を
述
べ
る
一
方
、
中
小
企
業
へ

の
固
定
費
支
援
の
事
業
を
打
ち
切
り
、
特
区
を
活

用
し
た
外
需
頼
み
の
政
策
を
推
進
し
て
き
た
こ
と

は
重
大
で
あ
る
。

　
反
対
理
由
の
第
二
は
、
自
治
体
の
在
り
方
を
大

き
く
歪
め
て
き
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　
2
0
1
4
年
度
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
14
か
月
予

算
と
し
て
実
施
さ
れ
た
が
、
中
で
も
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
随
意
契
約
が
４
７
７
件

4₈
億
円
に
も
膨
れ
上
が
り
、
し
か
も
北
部
振
興
の

柱
と
府
が
位
置
付
け
る
「
海
の
京
都
事
業
」
総

合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
リ
ク
ル
ー
ト
に
委
ね
、
京
都

式
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
機
構
は
、「
金
額
が
安
い
」

と
い
う
理
由
で
2
0
1
3
年
度
の
パ
ソ
ナ
か
ら

2
0
1
4
年
度
に
オ
ム
ロ
ン
パ
ー
ソ
ネ
ル
へ
と
変

更
し
、
京
都
府
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
事
業
で
も
パ
ソ
ナ

を
は
じ
め
と
し
た
人
材
派
遣
会
社
を
ほ
と
ん
ど
選

定
し
た
。

　
ま
た
、
政
府
追
随
の
財
政
運
営
が
府
民
や
職

員
に
矛
盾
や
し
わ
寄
せ
を
強
い
て
い
る
。
平
成
10

年
に
5
2
9
0
人
い
た
職
員
は
昨
年
4
1
4
6
名

と
、
11
年
間
で
1
1
5
0
名
も
削
減
す
る
な
ど
、

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
人
員
削
減
を
行
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
知
事
部
局
の
定
数
条
例
を
1
0
0
0
人

近
く
も
下
回
る
定
数
配
置
と
非
正
規
職
員
へ
の
置

き
換
え
は
異
常
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
深
刻
な
超
過

勤
務
を
も
た
ら
し
、
経
験
や
技
術
の
継
承
を
一
層

困
難
に
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
方
創
生
を
旗
印
に
、
本
府
が
す
す
め

る
「
北
部
連
携
都
市
構
想
」
は
、
国
と
は
違
う
と

言
い
つ
つ
、「
フ
ル
セ
ッ
ト
自
治
体
を
支
援
す
る

も
の
で
な
い
」
と
述
べ
、
基
礎
自
治
体
と
地
域
を

切
り
捨
て
る
施
策
を
本
格
的
に
進
め
よ
う
と
し
て

お
り
、
こ
れ
で
は
、
市
町
村
合
併
の
押
し
付
け
に

つ
づ
き
、
基
礎
自
治
体
を
こ
わ
し
、
地
域
の
持
続

可
能
性
を
も
奪
い
か
ね
な
い
も
の
で
あ
る
。
一
方

で
「
こ
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
を
中
学
校
卒
業

ま
で
通
院
も
無
料
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
や

「
中
学
校
給
食
の
実
現
」
等
は
市
町
村
の
責
任
だ

と
言
っ
て
背
を
向
け
て
い
る
こ
と
は
重
大
で
あ
る
。

　
反
対
の
理
由
の
第
三
は
、
特
色
化
な
ど
を
名
目

に
、
あ
ら
た
な
格
差
拡
大
と
高
校
統
廃
合
の
急
激

な
動
き
が
す
す
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。

　
高
校
間
に
格
差
を
つ
く
り
出
し
、
高
校
が
生
徒

を
ふ
る
い
落
と
す
前
期
選
抜
制
度
の
入
試
制
度
を

導
入
し
た
こ
と
で
、
い
っ
そ
う
の
格
差
と
序
列
化
、

過
度
な
競
争
を
生
み
出
し
て
き
た
総
括
や
反
省
も

な
い
ま
ま
に
、
拙
速
に
結
論
あ
り
き
で
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
も
の
で
、
極
め
て
重
大
で
あ
る
。

　
第
10
号
議
案
「
平
成
₂₆
年
度
京
都
府
水
道
事

業
会
計
決
算
を
認
定
に
付
す
る
件
」
は
、
長
年

の
要
望
と
運
動
に
よ
り
、
乙
訓
浄
水
場
系
、
木

津
浄
水
場
系
に
つ
い
て
は
料
金
の
値
下
げ
が
一
部

実
施
さ
れ
た
も
の
の
、
今
回
「
基
本
水
量
」
に

つ
い
て
、「
建
設
負
担
料
金
」
と
変
更
し
、
高

い
水
道
料
金
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
過
大
な
受

水
市
町
村
へ
の
供
給
水
量
に
つ
い
て
は
見
直
さ
ず
、

い
わ
ゆ
る
「
カ
ラ
水
」
料
金
を
自
治
体
と
住
民
に

押
し
付
け
て
い
る
た
め
反
対
し
た
。 
以
下
続
く

（
全
文
及
び
詳
細
は
議
員
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

２
０
１
５
年

９
月
定
例
議
会
を
終
え
て（
大
要
）

日
本
共
産
党
京
都
府
会
議
員
団
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まえくぼ義由紀
（宇治市・久御山町）

かみね 史朗
（右京区）

みつなが敦彦
（左京区）

島田 けい子
（右京区）

原田　完
（中京区）

山内 よし子
（南区）

西脇 いく子
（下京区）

さこ 祐仁
（上京区）

浜田よしゆき
（北区）

馬場こうへい
（伏見区）

森下 よしみ
（八幡市）

本庄 たかお
（山科区）

成宮 まり子
（西京区）

日本共産党　京都府会議員団

上原 ゆみ子
（伏見区）

2
0
1
6
年
度
京
都
府
予
算
に
関
す
る

申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た

予
算
要
望
　
議
会
報
告

　
日
本
共
産
党
京
都
府
会
議
員
団

は
、
2
0
1
6
年
度
の
京
都
府
予
算

に
関
す
る
要
望
を
「
戦
争
法
に
反
対

し
、
憲
法
を
生
か
し
、
府
民
の
暮
ら

し
と
地
域
経
済
を
守
る
府
政
を
」
に

ま
と
め
、
11
月
４
日
に
知
事
に
対
す

る
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　
重
点
要
望
で
は
、
安
倍
内
閣
の
暴

走
へ
の
追
随
を
や
め
、憲
法
と
平
和
、

暮
ら
し
を
守
る
府
政
に
す
る
こ
と
を

求
め
て
、
戦
争
法
廃
止
と
立
憲
主
義

回
復
を
政
府
に
働
き
か
け
る
こ
と
、

京
都
府
農
業
と
地
域
経
済
、
府
民
の

安
心
安
全
、
医
療
な
ど
に
重
大
な
影

響
を
与
え
る
T
P
P
の
調
印
に
反
対

す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
住
民
が
主
人
公
の
地
域

づ
く
り
、
地
域
経
済
の
振
興
を
は
か

る
べ
き
と
し
て
、
基
礎
自
治
体
を
壊

し
、
地
域
の
持
続
可
能
性
を
壊
す
北

部
連
携
都
市
構
想
で
は
な
く
、
地
域

と
自
治
体
を
支
援
す
る
や
り
方
に
改

め
る
こ
と
や
、
中
小
企
業
振
興
基
本

条
例
や
公
契
約
条
例
の
制
定
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
な
ど
地
域
循
環
の

切
れ
目
の
な
い
中
小
企
業
支
援
を
行

う
こ
と
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
・
ブ
ラ
ッ

ク
バ
イ
ト
を
た
だ
し
て
、
正
規
雇
用

拡
大
に
本
格
的
に
踏
み
出
す
こ
と
な

ど
を
求
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在

議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
森
林
環
境

税
に
つ
い
て
は
、
森
林
の
荒
廃
を
も

た
ら
し
た
国
の
責
任
で
森
林
保
全
と

林
業
振
興
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
新

た
に
府
民
の
負
担
を
増
や
す
べ
き
で

は
な
い
と
求
め
て
い
ま
す
。

　
京
都
ス
タ
ジ
ア
ム
（
仮
称
）
に
み

ら
れ
る
法
令
を
無
視
し
た
強
引
な
府

政
運
営
や
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

や
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
の
手
法
を
使
っ

た
公
的
責
任
と
役
割
の
丸
投
げ
を
厳

し
く
批
判
し
、
府
の
責
任
と
人
材
で

行
政
執
行
が
で
き
る
体
制
の
確
立
を

求
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
府
独
自
の
老
人
医
療
費
助

成
制
度
の
拡
充
や
１
割
負
担
に
戻
す

こ
と
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度

の
月
3
0
0
0
円
負
担
の
廃
止
、
児

童
相
談
所
の
体
制
強
化
、
学
校
統
廃

合
の
検
討
中
止
な
ど
、
誰
も
が
安
心

で
き
る
社
会
保
障
、
ど
の
子
も
大
切

に
伸
ば
す
教
育
の
実
現
を
求
め
て
い

ま
す
。


